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「体力向上プラン２００８」 

Ｃ 小 学 校 

１ 本校児童の体力の現状 

【分析】：一昨年度の新体力テストから本校児童の課題として見えてきた走力[５０ｍ走]と柔軟性[長座体前屈]

の２種目のみを、全学年･全クラスで実施した。 

男 子                          女子 
 ５０ｍ走(秒) 長座体前屈(cm)

小１女子 12.0  26.8  

小２女子 11.1  28.4  

小３女子 10.1 ○ 32.9 ◎ 

小４女子 10.5  28.3 ▲ 

小５女子 9.7  30.5  

小６女子 9.1 ○ 36.7 ○ 

 ５０ｍ走(秒) 長座体前屈(cm)

小１男子 12.0  24.6  

小２男子 10.9  27.0 ○ 

小３男子 10.4  28.9 ○ 

小４男子 10.2  25.9 ▲ 

小５男子 9.6  29.5 ▲ 

小６男子 8.7 ○ 33.0 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

◎県平均を大きく上回る(指数110以上)○県平均を上回る(指数100以上)▲県平均を下回る(指数90以下)   

【考察】 

①新体力テストの結果から                                          

・長座体前屈(柔軟性)は、県平均１００に対して全校平均９５(男子９５・女子９５)と低く、柔軟性のなさが 

認められる。体が硬い児童が多いと言うことである。 → 保健室によると日常のケガも多いとのこと。体 

の柔らかさをどう高めていくか？。 

・５０ｍ走(スピード・走能力)は、全校平均１０２(男子102・女子101)。昨年度に引き続き、成績はよくない。 

→ きれいな走り方をする児童が少ない。体の使い方を知らない児童が多いのではないか？。 

②日常の姿から 

・校庭や体育館、中庭で遊ぶ児童が非常に多い。休み時間だけでなく、放課後や休日も校庭や公園で遊ぶ本校 

児童をよく見かける。 

・Ｍ運動が定着し、学校生活の中に〝運動〟が位置付いている。 

・体育の学習が大好き。走る・跳ぶ運動や球技、水泳だけでなく、相撲や表現運動(ダンス)、器械運動(マット・ 

跳び箱・鉄棒)にも意欲的に取り組む。 

・ミニバスケや少年野球・少女ソフトボール、水泳等の社会体育でも鍛えられている。 

２ 昨年度の取り組みの概要と評価（成果と課題） 

①体育学習 

・「学び方」を重視する学習を通し、学びを支える活動の充実を図ってきた。 

・運動の持つ特性に触れることのできる授業づくりをし、運動することの楽しさをたくさん味わえるような

指導を行ってきた。 

②全教育活動を通して 

・朝の全校運動「Ｍ運動」を実施し、継続して体力づくりに取り組んできた。  

・｢ふれあいタイム｣では、運動遊びを積極的に取り入れ、子供同士の人間関係作りを進めると共に、体力向

上を図ってきた。 

②取り組み全体に関わって 

・体育や運動遊びが好きではあるが、出来ない種目に対して消極的になりがちだった児童が、めあてをはっ

きりと持ち、工夫して学習に取り組むことができるようになってきた。 
・校庭や体育館で遊ぶ児童が多くなった。また、Ｍ運動が習慣化され、ほとんどの児童が抵抗なく運動に取

り組めるようになってきた。それぞれの運動で、身に付ける力をはっきりさせ、意図的に経験させる必要

がある。 
 



３ 今年度の取り組み｢体力向上プラン２００８｣ 

(１)具体目標 
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・新体力テストの結果を子ども自身に返し、目当てを持って体力向上に取り組む運動習慣を育成する。 
・｢走る｣運動を多く取り入れ、５０ｍ走の平均記録を指数１０５(県･全国平均比)にまで高める。 

・２校時休みにおける運動遊びの人数を１０％アップさせる。 

(２)内容と方法 

★体育学習の充実 

「学び方」を学びながら技能を高める体育学習 

「学び方」を重視した重点単元の開発と学習の進め方 

「学び方」の評価と個に応じた指導の充実 

「学び方」を支える３つの活動の充実（関わり合う活動・情報を活用する活動・自己評価活動） 

●スポーツテストの結果を生かして 

・今年度のスポーツテストは、50ｍ走は全クラス、他の７種目は４～６年の各学年内２クラスで折半して実
施する。結果を子どもにも返し、強化･向上に取り組んだ後、50ｍ走と他１種目(本校の課題となるもの)を
秋に再テストすることで、子ども達の体力の伸びを把握し、今年度の取り組みを評価したい。 
・指導領域に偏りがないように、指導計画に沿い実践していく。走る運動、跳ぶ運動、投げる運動、柔軟性

を高める運動をしっかりと取り入れていく。（子どもの興味やゲーム中心の授業にならないように） 
・運動の楽しさを実感できるような「めあて学習」を取り入れ、苦手な運動についての学習も進んで深めて

いけるようにする。 
・柔軟性と走力を高めるため、授業やＭ運動の内容を工夫する。 
   EX、『Ｃ小やわらか体操』の開発    ビーチフラッグＣ小選手権の開催 
◆「保健」の授業を充実させ、児童の体力・運動能力についての認識を深めさせる。 
①「Ｍ運動」 

・朝の全校運動、５･６･８･９･１０･１１月、週３～４日程度、８：２５～８：３５ 

・校庭遊具･体育館･マラソン･トラックの外側･トラック周り･トラックの中の計６カ所を学年単位で使用

し、２日ずつでローテーションしていく。内容は学年会で検討。 

体育館（大縄跳び・運動遊び・体ほぐし・ボール運動など） 
マラソン（学校敷地内 一周約 500ｍ） 
校庭遊具（鉄棒・登り棒・タイヤ跳びなどの遊具を使ったサーキット走など） 

トラック外（大縄跳び・運動遊び・体ほぐしの運動・ラダートレーニングなど） 
トラック周り（リレー・縄跳びランニング、二人三脚、馬跳び、など） 
トラック中（縄跳び・折り返しリレー・鬼ごっこなど） 

②｢ふれあいタイム｣ 

・毎週１回水曜日の昼休みの後に実施。子どもも教師も一緒に遊ぶ。他者との関わり合いを大事にしなが

ら、運動やゲームを楽しむ子どもを育てる。 

③休み時間の運動遊びが増えるように、ボール・縄跳びを教室に配付する。 
④児童会主催のクラスマッチや運動集会を積極的に計画・実施していく。 
⑤運動系クラブ活動･････テニス・卓球・バドミントン・バレーボール・サッカー・ベースボール・ゲートボール

⑥体育的行事  運動会(９月)、すもう大会(５月)、スキー教室(４～６年生)･スケート教室(２･３年生) 
児童会主催のクラスマッチ等 

 評価計画(取り組み後の評価方法) 
   ・秋にもう一度、５０ｍ走ともう１種目の測定    ・児童の意識アンケート    



「体力向上プラン２００８」 

Ｄ 小 学 校 
１ 本校児童の体力の現状 
（１）分析（全国平均値との比較） 

新体力テスト実施項目   項 

学年 握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び シャトルラン ５０ｍ走 立ち幅跳び ソフトボール投げ 上回った種目数 得点 

小１男子 × × × × × × × ×   

小１女子 × × × × × × × ×   

小２男子 １％  ５％  ↑５％  １％  １ ５％

小２女子 １％   １％ ↑１％    １  

小３男子 １％  １％  ↑５％ １％   １ ５％

小３女子 ５％  １％   １％ ５％  ０  

小４男子 ５％  ↑５％ ↑５％    ↑５％ ３  

小４女子 ５％  ↑５％ ５％     １  

小５男子 × × × × × × × ×   

小５女子 × × × × × × × ×   

小６男子 － － － － － － － －   

小６女子 － － － － － － － －   

上回った学年男女数 ０ ０ ２ １ ３ ０ ０ １ ７  

↑…全国平均値より上 …全国平均値より下 ×…実施せず －…データ所在不明 

 

２ 昨年度までの取り組みの概要と評価（成果と課題） 
（１）取り組みの概要 

○平成１８年度の新体力テスト実施校としての取り組み以来，できるだけ毎年体力診断に参加するよ

う各学年に呼びかけてきた。昨年度は５～６月の１ヶ月間４／６学年で実施し，子どもたちの体力

の現状を把握し，そこからの学校体育のあり方について再考し，実践してきた。 

○全校 750 余名のうち，朝早くから放課後まで校庭や体育館で遊ぶ子どもたちを数多く目にすること

ができる。低学年は主として遊具（ブランコ，滑り台など）や一輪車，鬼ごっこなどで遊び，短時

間で満足感を得られるものに興じている。高学年以上になると，クラスに配られたボールを用いて

サッカーやキックベース，ドッジボールをして割り当てられた場所（校庭，大体育館，小体育館）

で遊んでいる子どもが多い。全体的に利用率は高い。 

○小学生陸上大会の参加については希望者が多く，今年も約80名の児童が４週間毎日朝練習を行い，

大会に出場した。その中で来年もぜひ参加して記録を向上したいという児童の声が多く聞かれた。 

○地域が推し進めている総合型地域スポーツクラブ（Ｗクラブ）に加入している子どもも数多くおり，

またクラブ会議に学校職員も参加し，学校を通してのチラシの配布，催し物への呼びかけなど，さ

らなるスポーツの普及，参加に努めている。 

○一方で，高学年になるに従い「疲れるから」という理由などで運動する子としない子の二極化が見

られるようになり，運動をせず本や動物，植物と親しんでいるだけの子どももいる。 

○児童会主催の学級対抗ドッジボール大会などには，委員会の当番活動がある子ども以外は学級全体

で参加しており，児童の興味関心が高まっている。このような機会を増やしたい。しかし，指導法

が難しいなどで児童の興味関心に偏りがちな教科学習となり，年間計画に盛り込んだ多様な運動経

験を与えることが少ない傾向である。そこで器械運動では各学年の発展系統表を作り，器械運動を

行いやすくできるようにしたり，また校内研では新しいソフトバレーボールの教材を示したりもし

た。しかし，まだ体つくり・器械運動・表現運動などは指導時間が少ない。体育科が運動環境を整

備し運動の発展系統や指導を提示し，全校の運動生活の向上に関わっていきたい。 

 



（２）評価（具体的な数値やデータを指標として） 

○新体力テストでは，総合的に見て全国平均と比較してほぼ同じか，学年によってはやや下回ってい

ると認められる数値が出された。長座体前屈，反復横跳び，20ｍシャトルラン，ソフトボール投げ

は県平均を上回る学年がある。しかし，筋力系の握力はやや苦手としている。 

○同じく新体力テスト 50ｍ走の学年平均は，県平均，全国平均を下回っていたが，小学生陸上大会で

は，混合，男子，女子のリレーで県大会出場を決めた。これは，平均をみると大きい有意差は認め

られないが，総合評価Ａ段階の児童の割合が前年度比で３～５％増えている学年が多いことにも起

因しているのだろう。中には 10％も増えている学年もある。 

○新体力テストにおいてＣ段階以上の割合は，55～75％位である。 

○転任してきた教職員が，休み時間に体育館，校庭で遊ぶ児童の数が多いことに驚いている。 

 

３ 今年度の取り組み 
（１）具体目標（数値やデータを指標として） 

○新体力テストの総合評価でＣ段階以上の割合を 80％に向上させる。 

○２時休み，昼休みにおける，体育館，校庭の利用状況を具体的に数値に表し，運動生活の向上につ

いて啓発したい。 

 

（２）内容と方法 

 テーマ：教科体育の充実・汗を流して運動する，運動の好きな子どもを増やそう  

 
全校運動                 総合型地域スポーツクラブとの連携 

・月１回の実施                    ・Ｗクラブ資料（チラシ）などの 

・少ない回数で汗をかくような充実した          配布 

運動                        ・職員が４名スタッフとなりドッジボー 

・学級対抗のゲームや縄跳び               ルチーム（Ｗクラブ）の結成 

・記録向上へ向かってのマラソン練習 

 

教科体育 

・学習環境の整備 

・年間計画に従っての推進 

・めあて学習の推進 

・個に応じた指導 

 

委員会活動                      クラブ活動 

・学年内クラスマッチの年２回実施           ・運動系クラブにおける，ボランティア 

・Ｄ小オリンピックでのクラス対抗競技          スタッフの要請（数名） 

や個人での縄跳び種目の実施             ・村民体育館使用による運動スペースの 

・児童集会での簡単な「ゲーム」の実施          充実 

 

 

４ 評価計画（実施後の評価方法） 
○全校運動の実践を記録に残しておく。 

・全校運動が減ったことによる影響が見られるかどうか，考察する。 

○新体力テストの継続実施 

・文科省，県の指定校は外れたが，２，４，６学年及び希望した学年において実施する。業者に結

果の集計を委託する。総合的に，また，項目毎に結果を評価していく。 

○児童会スポーツ委員会による調査 

・校庭や体育館の利用状況調査 

・スポーツに関わるアンケートからの意識調査 


